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８
月
13
日
（
土
）、

弓
削
小
・
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
第

19
回
弓
削
Ｏ
Ｂ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
昔
を
思
い
出
し
一

生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

好
プ
レ
ー
や
時
折
見
せ
る
珍
プ

レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
持
ち

の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

８
月
14
日（
日
）、

岩
城
総
合
運
動
場
野

球
場
に
お
い
て
、
第

61
回
上
島
町
い
わ
ぎ
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
盆
の

恒
例
行
事
で
あ
り
、
楽
し
み
に

を
向
い
て
胸
を
張
っ
て
発
表
す

る
姿
勢
に
、
そ
の
場
に
い
た
他

校
生
徒
や
聴
衆
も
、
み
ん
な
魚

島
の
や
さ
し
い
人
の
顔
に
な

り
、
会
場
は
さ
わ
や
か
な
風
が

吹
き
ぬ
け
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

８
月
６
日（
土
）、

弓
削
小
・
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
第

38
回
弓
削
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
今
治
市
や
尾
道
市
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
招
き
行

わ
れ
る
も
の
で
、
弓
削
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
含
む
計
８

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
夏

の
青
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は

一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
26
日（
火
）、

今
治
市
公
会
堂
に
お

い
て
第
55
回
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
今
治
地

区
中
学
生
弁
論
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
半

世
紀
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、
中

学
生
の
感
覚
で
地
域
を
見
た
自

覚
と
共
感
を
自
ら
が
訴
え
る
ま

た
と
な
い
機
会
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
回
、
魚
島
中
学
校
の
因
幡

勇
人
さ
ん
が
「
小
さ
な
島
の
大

き
な
愛
」
と
い
う
論
題
で
発

表
し
ま
し
た
。「
不
便
で
人
口

１
７
０
名
、
小
さ
な
魚
島
の
不

便
さ
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
、
や
さ
し
い
眼
差
し
、
励

ま
し
の
言
葉
に
元
気
を
得
て
、

住
民
の
目
が
両
親
の
見
守
り
に

通
じ
る
気
心
に
触
れ
、
将
来

は
魚
島
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
に
何
か
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
訴
え

ま
し
た
。

５
０
０
人

を
超
え
る

聞
き
手

を
前
に
、

堂
々
と
前

し
て
い
る
野
球
大
会
を
続
け
て

い
く
た
め
に
、
今
年
か
ら
地
区

合
同
で
４
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
50
代
の
選
手
ま

で
入
交
じ

り
、
時
に

真
剣
に
時

に
和
気
あ

い
あ
い
と

プ
レ
ー
す

る
姿
に
観

客
も
激
励

を
送
り
交

流
を
深
め

ま
し
た
。

優　

勝　

海
原
・
東
・
西
チ
ー
ム

準
優
勝　

北
チ
ー
ム

８
月
14
日（
日
）、

弓
削
体
育
館
と
弓
削

小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
恒
例
の
第
41
回
ふ
る
さ

と
ソ
フ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

期
で
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
参

加
者
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
、
世
代
を
越
え
た

交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

試
合
後
に
は
親
睦
会
が
行
わ

れ
、
年
に
一
度
の
同
級
生
や
先

小
さ
な
島
の
大
き
な
愛

中
学
生
弁
論
大
会

白
球
通
じ
交
流
は
か
る

い
わ
ぎ
野
球
大
会

夏
空
の
下
で
熱
戦

弓
削
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

遺
跡
通
じ
国
際
交
流

韓
国
研
究
者
表
敬
訪
問

5/5

5/5

7/26

8/14

8/6

8/18
8/19

和
気
あ
い
あ
い
交
流

ふ
る
さ
と
ソ
フ
ト

5/58/14

旧
友
集
い
好
プ
レ
ー

弓
削
Ｏ
Ｂ
サ
ッ
カ
ー

8/13

輩
・
後
輩
と
の
再
会
に
会
場
は

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

8
月
18
日（
木
）か

ら
19
日（
金
）ま
で
の

２
日
間
、
韓
国
の
考

古
学
や
文
化
財
の
研
究
者
の
皆

様
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

来
町
さ
れ
た
の
は
、
上
島
町

教
育
委
員
会
と
共
同
で
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
る
愛
媛
大
学

と
ゆ
か
り
の
あ
る
韓
国
の
東
洋

大
学
校
や
尚
州
博
物
館
、
財
団

法
人
中
原
文
化
財
研
究
院
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
５
名
の
先
生

方
で
す
。

18
日
の
夕
方
に
御
一
行
は
、

佐
島
の
宮
ノ
浦
遺
跡
の
発
掘
調
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査
を
ご
指
導

さ
れ
て
い
る

愛
媛
大
学
の

村
上
恭
通
教

授
と
元
東
洋

大
学
校
教
授

の
柳
本
照
男

先
生
と
と
も

に
、
弓
削
総

合
支
所
に
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
表
敬
訪

問
で
は
、
韓
国
と
日
本
の
歴
史

や
文
化
、
生
活
に
つ
い
て
上
村

町
長
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

19
日
に
は
、
東
洋
大
学
校
の

学
生
も
参
加
し
て
い
る
宮
ノ
浦

遺
跡
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
弓
削
島
を
ご
案
内
し
、

瀬
戸
内
海
の
島
の
自
然
や
文
化

を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

８
月
20
日（
土
）、

佐
島
に
あ
る
宮
ノ
浦

遺
跡
に
お
い
て
、
愛

媛
大
学
法
文
学
部
考
古
学
研
究

室
と
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
第

６
次
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、

温
暖
湿
潤
期
に
動
植
物
の
活
動

が
活
発
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ナ
層
と
呼

ば
れ
る
黒
色
砂
層
を
手
が
か
り

に
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
特

に
、
砂
堆
（
波
浪
、
沿
岸
流
に

よ
っ
て
で
き
た
、
砂
ま
た
は
礫

か
ら
な
る
微
高
地
）
の
形
成
と

製
塩
と
の
関
係
の
解
明
を
目
指

し
ま
し
た
。
砂
堆
で
最
も
標
高

の
高
い
地
点
で
あ
り
製
塩
炉
が

確
認
さ
れ
て
い
る
15
ト
レ
ン
チ

で
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
ク
ロ

ス
ナ
層
の
下
に
弥
生
時
代
中
期

前
半
及
び
縄
文
時
代
後
期
初
頭

と
推
定
さ
れ
る
ク
ロ
ス
ナ
層
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

そ
の
時
代
の
土
器
を
含
み
、
宮

ノ
浦
海
岸
で
は
温
暖
湿
潤
期
に

砂
堆
上
で
の
人
々
の
活
動
が
活

発
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
土

器
を
利
用
し
た
製
塩
活
動
の
主

な
場
所
は
、
古
墳
時
代
前
期
の

砂
堆
上
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
、
調
査
区
を
新
た
に
設

定
し
た
砂
堆
の
北
側
の
平
坦
面

で
は
、
弥
生
時
代
及
び
古
墳
時

代
の
生
活
に
利
用
さ
れ
て
い
た

土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
荘

園
時
代
の
塩
田
遺
構
が
確
認
さ

れ
た
調
査
区
に
近
い
27
ト
レ
ン

チ
か
ら
は
、
古
代
末
か
ら
中
世

に
か
け
て
の
土
器
が
多
量
に
出

土
し
ま
し
た
。
当
時
の
建
物
跡

が
近
隣
に
存
在
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
晴
天
が
続
き
、

猛
暑
の
中
で
の
調
査
と
な
り
ま

し
た
。
現
地
説
明
会
当
日
も
晴

れ
渡
り
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
遺
跡
の

説
明
に
耳
を
傾
け
、
古
く
か
ら

海
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
宮
ノ

浦
地
区
の

人
々
の
生

活
に
思
い

を
馳
せ
ま

し
た
。

８
月
20
日（
土
）、

岩
城
漁
港
周
辺
で
Ｌ

ｏ
ｖ
ｅ
＆
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
２
０
１
６
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く

の
観
客
が
詰
め
か
け
、
心
地
よ

い
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
ビ
ー
ル

片
手
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

８
月
24
日（
水
）、

国
立
弓
削
商
船
高
等

専
門
学
校
（
以
下
、

弓
削
商
船
高
専
）
に
お
い
て
Ｇ

Ｐ
Ｓ
津
波
計
の
高
機
能
化
と
海

底
地
殻
変
動
連
続
観
測
研
究
に

お
け
る
記
者
発
表
会
が
、
25
日

（
木
）か
ら
26
日（
金
）に
か
け
て

練
習
船
弓
削
丸
に
お
い
て
同
研

究
に
お
け
る
船
上
実
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
海

上
ブ
イ
を
用
い
て
津
波
検
知
や

海
底
の
地
殻
変
動
の
連
続
観
測

を
行
い
、
衛
星
通
信
を
介
し
リ

ア
ル
タ
イ
ム
公
開
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
東
京
大
学
地

震
研
究
所
や
弓
削
商
船
高
専
な

ど
国
内
６
研
究
組
織
が
参
加

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間

行
う
も
の
で
す
。
25
日
・
26
日

に
は
、
弓
削
商
船
高
専
練
習
船

弓
削
丸
を
ブ
イ
に
見
立
て
、
ブ

イ
に
設
置
す
る
機
器
と
地
上
局

を
繋
ぐ
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
の

実
験
が
弓
削
島
沖
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今

後
は
海
底

地
殻
変
動

観
測
に
必

要
な
基
礎

デ
ー
タ
収

集
が
行
わ

れ
ま
す
。

7
月
24
日（
日
）、

今
治
市
営
中
央
体
育

館
に
お
い
て
第
19
回

今
治
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
、
弓
削
高
校

の
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。

■
４
部　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

池
本　

頼
祈

　
　
　

烏
谷
さ
や
香（
教
員
）

総
合
的
な
防
災
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て

弓
削
丸
船
上
実
験

弓
削
高
校
見
事
入
賞

今
治
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
大
会

温
暖
な
時
代
に
製
塩

宮
ノ
浦
遺
跡
第
６
次
発
掘
調
査

夏
の
月
夜
に
歌
声
響
く

ラ
ブ
＆
ビ
ー
ト
２
０
１
６

8/24
～
8/26

★
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